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新
大
の
欠
陥
是
正

へ

く
す
ぶ
る
評
分
校
問
題

遍
日開
か
れた
大
学
管理
法
第
二次
試
案
に関
ず
る
公鵜
会
の
席
上、
東
大分
校
の丹
勿
助教
授
の
発官
以
策
、
よう
や
く
注目
を
あ
ひ
るに
い
た
コ

た分
校
り
敦
官の
法
的身
分
保
殴問
題
は
つ
いに
制
度上
の
問
題
に漢
で
進
展
の縷
相
を皐
ず
る
に
いた
つ
た

他方
同
志
就木
掌
の学
部
制
改
正問
題
も
い漢
だ
そ
の結
論
が
出ず
、
京
大、
同
志
肚
大
のこ
の
問題
a新
制
大各
方
面
共
通の
闇
題
とし
て
新
掌制

の
酊途
に
破絃
凌
描
く
ので
は
な
いか
と
み
られ
て
い
る

解
決
に
迷
う
輔
導
委

新
制京
大
亜
間割
問
題
r端
を
発
した

分
校
O
欠
陥
館
墨
問
題
は、
今
週
に

入
つて
俄
然
学
内諸
方
面
にセ
ン
セ
ー

シ
脚
ノ
を捲
き
起し
、
全閥
新
制
大掌

の
共通
に行
悩
む
〃縫
割り
"
制
、
〃

価
割
り"
制
舗
議
に関
還
して
京
大全

掌
の
閤題
と
して
脚
光
評浴
び
る
に
至

つ
た

す
な
わち
過
日
本融
記
青
との
会
見
に

お
い
て
罵養
堂長
は
「新
製
大
の
あ

り
方
と
して
、
大学
圧
掌年
隈
四
年
を

二
年
つ
つ
に分
け
るの
が理
想
的
と
思

う
」
キ
価割
り
睨
を支
持
した
か
、
皿

方
十
一月十
六
日
吉
田分
校ぐ
開
か
れ

た
分
校
敢
冒会
議
にお
い
て分
校
規
在

の牲
絡
に
かん
が
みて
大
多
数か
縫
割

り読
r
賛
竜
を夷
す
に至
つ
た
、分
校

第202讐(遅 跨第580讐)

鷲
霧
璽
鯉
擬
憂
議
鶏
離
輪
競

部
だは
な
/
、分
校
に
関す
る事
務
[
解決
策
と
し
て
、分
校
教授
を
各
掌部

切
噴旧
制
各
学部
一名
ず
っ、
分
校圭

瓢
属と
し
て
分校
に
田
彊
して
敢
灘科

融
、副
穿
恥
、数
授
二
名で
組
織
され

目
凌敬
授
さ
せ
る凝
を
出し
て
お
り
、

る
分校
審
議
会ぴ
決
定
す
るた
め
、教

数
授
の法
的
身分
の
確
立と
い
う
点
を

授
会
はあ
る
が決
議
権
な
く到
底
⊂
の
}彊
調し
て
い
る

「方
学生
の
縦
割り
説
に
対し
て
は
、

分
校
輔導
委
員
会σ
は
「
一般
敦
獲
の

趣
旨
が失
わ
れ車
門
掌
校
化す
る恐
れ

が
あ
る」
と
難色
を示
し
てお
り
、
さ

り
とて
稟
大
式
礪割
り
説
にも
罵
門
学

科
に分
類
さ
れ
る時
、
掌
生の
志
望
通

り
に
ゆけ
ぬ
場
合が
多
い
欠陥
か
あ
る

ζ
見て
お
り
、
いま
だ
結論
をみ
る
に

至
つて
い
な
い

学
長
の
責
任
追
及

宇
治
分
校
生
本
部
へ
押
か
く

任
を迫
及
し
た

漢ず
職
組
代
表
から
ベ
ース
改
正
問
題

越
冬
賢金
璽
求奪
の
呈
出
あり
、
そ
の

傷
宇
治分
校
恥務
垣
、
自
治会
代
表
等

か
ら
「定
晶
が足
ら
な
い
、英
韻
数
官

四
名
の病
氣
欠員
が
放
圏
され
て
い
る

ジ
ェー
ン台
風
袈旧
事
業
に事
務
讃
が

無
手
当が
酷
使
され
た
」
「便
所
も
完

全
な
の
は
一ケ
所し
か
な
い
」
「学
笠

係
ご
は吉
田
、
宇
冶両
分
校
二千
の
学

生
に対
し
て
係員
は
わず
か
五
人だ
」

コ
一つの
必
修
を同
し
時間
に
受
けね

ば
蟄位
が
と
れぬ
時
間
割が
組
ま
れて

い
る
」
「運
動場
が
な
い
ので
、体
擬

の
時間
に
大
健
り検
査
を
や
つて
お茶

冴
濁
して
い
る、こ
れが
大
学
か
」「掌

長
が
敬授
を
二十
入
ふ
や
すと
い
われ

た
の
はど
う
な
つた
か
」
⊂れ
に
対し

て
本
田会
計
課長
は
「定
員増
加
は
金

が
あ
つて
も
宛員
法
⊂
し
はら
れ
て
い

る
、
私
味私
と
して
出
衆
るだ
け
O
努

力
は
して
い
る
つも
り
だ
」
こ答
え
、

具
体
的解
決
を得
ず
し
て
=時
四
十
分

頃
引
⊥げ
た

同
学
会ご
は
四時
よ
o
た
野ち
に
代
議

髄
会
を開
き
会計
課
長
お
よび
大
学
当

局
の寅
任
遍
及
、分
校
闘題
に
対
す
る

大
学圓
への
具体
的
働
きか
け
簿
に
つ

い
て協
議
し
た
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宇
沿分
校
開
校
以來
約
申
年、
い
ま
だ

に
畿
多
の不
傭
、
灰階
遊
露
呈し
て
い

る
分
校問
題
を
鳥墾
掌
長
に
陳惰
、
諸

要
求
汐
呈
昌し
よ
うと
十
一月
二十
一

日
午
後
二時
、
折
か
り降
り
し
きる
雨

一
長

一
短
の
両
案

縦
、
横
割
b
様
々
な
各
大
学

本
紙
副
号
既報
11
同志
肚
大
掌
く行
わ

れて
い
る
現行
学
部
制
り改
正
ヌ
ての

後結
醐が
出
ず、
い
額だ
r
審
議
り域

を
出な
い
が
、審
議
り中
塩と
な
つて

い
る
「縦
割
り
」
「櫛
割り
」
制
と
は

(一 、

ど
ん
な
こと
か

「縫
割り
」
と
は各
脚
門
学
部r
分

れ
、
く
二年
C多
く
の
韓
門掌
材

を覆
修
ず
るこ
と
がぐ
き
、
学生
が

早
/・か
ら
自分
の
由攻
に
擾
し進
路

が早
〆
か
h明
っカ
にな
る
が
、
こ

の方
法
ぐ
は新
制
匿
の教
倉
槽
岬
を

騒
親す
る
類
いが
あ
る

「横削
0
」と
は
四
年間
の
就
学年

限
を
二年
づ
」に
二分
し
、
前
】年

費
教獲
課
程、
後
二
年
を翼
門
課程

とず
る、
こ
の制
匿
では
基
礎
的学

力
を十
分
に
つけ
て
愼畠
に
導
門科

目
を決
め
られ
る長
所が
あ
る
と
は

い
え、
前
二年
が
予
科
飽性
絡
に階

り
、こ
と
に
教授
の
法
的性
格
が
問

題
とな
る
、
また
京
大
でも
み
ら
れ

た
こと
・・鯨
門課
崖
へ
ず
』む
時
の

ク
ラ
ス編
甑
上
数的
に
ア
ンバ
ラ
ン

ス
と
な
b

現
任
関
大は
醜
喬
、大
販
市
穴で
は
後

者
を
と
つて
い
る
か、
数
養
科目
担
当

の
敢
授
は各
学
部
に属
し
て
いる
、
立

命
大
は
縦
割
り、
立叡
大
で
は両
番
を

併
用
し
て
、
二
年
はク
ラ
ス制
ぐ
教

整
科
目
死
履修
、
入
学
の時
志望
掌
部

を
つ
いて
職
組
代表
、
同
学
葵

害
田
分校
主
と
相た
ず
さ
え宇
治
分
校

生
約
五十
名
示
大
学本
部
へ押
し
か
け

た
が
、学
長
は
病
氣欠
席
の
ため
本
田

会
計
課長
と
棉
問
題
を重
ね
、予
算
の

不
尾
、
教官
、
お
よび
事
務
職自
の
定

員
不
足
に
よる
過
労
、各
稠
寧
瞼塞
の

一

不
足
、
建築
L事
の遅
糟
等
の問
題
を
[

呈
出
、
約
一時
間
雫
にわ
た
り
網問

答
を
行
い会
削
課
長
およ
び
学
長
の輿

　
　　の　
ま
の
　　の　
の　　　
　のぼ

管
理
法
反
対
を
決
議

鰍

繭
戸
大
交
学部
敦
授
会で

さ
き
に
大
学管
即
法
案
第
=次
試
案
し

つ
いて
阪
大⊂
公
賠
会
が開
か
れ
数多

の反
対
童
見
が出
た
か
、
二十
日
紳戸

大
掌交
学
部
教授
会
に
お
いて
も
この

第
=次
試
案
の反
対
済
沖議
し、
各大

学
数授
会
へ
協力
泥
裳
論つ
ると
とも

京
大
で
角
晒
の
も
つ
と

も
よ
ー
似
合
う
の
は
?

と
聞
い
た

ピ
き
、
ず
か

さ
ず

「文
掌
部
ノ
」
と

答
え
た
あ
る
先
醸
が
あ

つ
犬
、
新
蘭
」
者
に
は

も
は
や
ー
ノ
・
キ
F
I

テ
と
い
わ
れ
、
帯
大
童
醐
り
黒
存
と
快

の
識
酋
4
詳
ず
O
角
娼
r
象
徴
さ
れ
た

〃1
"
。

「
飽
よ
ご
掌
問
的

・
碍
究
醐

ご
あ
つ
く
、
し

か
も
も
同
時
に
自
由
解

蒲
な繍
舞

藪

一る
理
恕と
融
勃た
る意
飛」
は
今
もな

奮

れ
て
い
華

れ
ば
でれ
は
景

大
ア
カ
デ
ミ
ー
、
「
署
ー
ト
学
派
0
中

骸
交
≠
部
と
は

郎
と
ん
な
と
C
つ
な

の
か

×

X

哲
掌
更
第

】
代
の

桑
太
厳
翼
、

一
代

西
田
幾
多
郎
、

田
辺
元
と
あ
ま

り
に

肩
名
す
ぎ
る
人
々
に
育
て
ら

れ
、
あ
ま

り
に
有
名
な
高
坂
正
顕
、
高
山
岩
男
と

つ
な
が

つ
た
哲
[堂
ゐ科
は
、
い
わ
ゆ
る
京

都
掌
派
の
代
表
的
系
別
⊂
あ

つ
た
、
高

坂
、
高
山
が
疸
放
さ
れ
後
継
に
立
つ
た

・

一

」

層

讐

「

層

,

〃
法

律

用

語

を

改

め

よ

"

国
語
審
議
会
が
政
府
に
建
議

國
請
審議
会
で
は宗
敦
、
法留
等
の
購

(
})
同藷
異
字
の法
律
施
語甲
、
濠

門
界
にお
け
る用
萌

馨

に関
し
窺
ぎ
ら
わ
しい
も
の
鴇
当
な
ご濠

に

研
究
を醜
け
て
い
るが
、
先
頃法
律
用
改
め
る
こと
、
例
、控
甑
と
公訴
、
公

紹
に
つき
}疇
の結
説
を
漢と
め
政
府
告
と
抗
告、
勾
留
と拘
留
等
(
)
旧

へ
謡
し
た
、
霞
左
窪
り

痴
令
の法
喫

偽
馨
当
題
字
表
・

法
令
の用
諭
用字
の卒
易
化お
よ
び
醗
当
用
鎮
字爵
勘
表
にな
い
も
の、
談
た

一の
藷
、
霧
馨

思

とな
り
、
一

藩
雛雛
鞭繋

(3)

精紳教育の振興を
修身復活 も考慮 ε文相言明

日
の丸
、
君
が

代
鋪議
が
さか

んな
折
柄
、天

野
文相
い七
日

の余
國
数
肯
長

悪
会
総
会で

閣
題
じ数
育
勅

甜
制定
に
つ
き

大
聖左
の
よ
う

な
注目
ず
べ
き

挨
拶
靴行
つ
た

「先ご
ろ
吉
田

中
相
ズ
診
轟

数
自
のよ
り
ど

こ
う
とな
る
も

の
を
行
つた
ら

ど
つかと
の
諮

が
あ
つた
と
き

、不
必
要
た
汁
答

、
た
が
、
そ
の
後
必

要
億
存
詔
め
る
に
い
た
っ
た
の
で
何
か

圃
民
泊
`
0
《
範
～
な
O
む
の
を

門敢

再
這

～し
で
言

た
い
と
思
護

疋す
る
・と
に
な
詫

・・
各

つ・鍵

非
峯

・な
つ三
蔓

大
老

よ
つ薯

れ
それ
霧

つて

場
複活
の娑
望
もあ
わ
せ考
モた
い」
一い
る

蟻

焔
へ具
申
韓
を
提
出ず
る
.Lと
一

山
内
得
∬
数
授
(哲
≠
概
揃
)
は
車
沢
、

田
甲
、
高
田
、
野
田
ー
各
助
教
撰
r
天

島
講
師
着
有
す
る

一界
範
富
双
陣
谷
を

も
ち

つ
エ
、
今
身

ハ
月
、
辻
村

(分
校

助
敢
授
)
山
本

(
九
大
敏
炭
)
卜
村

(

東
痕
教
角
入
裂
授
)

っ
巴

ノ
醜
の
優

継
騒
動

(
?
)
零
起
し
、
窪

嘱
子
し

純
筥
＼
の
從
属

よ
」
己

部
≠
生
配
う

が
つ
た
よ
つ
ナ
皮
医
よ
ご
剖
さ
せ
た
こ

け
る
ア
カ
デ
、、
ー
の
今
日
r」の
頃
に
、

太
枯
し
は
何
処
よ
り
も
黙
て
う
ご
あ
る

「先
生
ど
い
う
よ
リ
オ
ヤ
ヂ
さ
ん
」
タ

イ
プ
の
美
掌
の
#
麗
教
授
、
て
弓
い
わ

れ
6
た
汀
あ

コ
で
学
生
や
研
側
生
に
は

人
氣
も
あ
る
し
、
時
に
は
行
動
美
施
の

厘

甲
〆
野
球
も
し
て
な
か
な
力
抜
目
は

な
」
カ
、
こ
Σ
ご
も
カ
ノ
ト
は
高
・
香

つ
戸

、
6
、
さ
さ
⊂
ろ
〆
メ
ー
刀
へ
行

っ
申
F
紐
教
校

(教
育
掌
)
ユ

オ
ノ

伸
捧
校
餅
学
博
士
と

風
変

っ
た
有
賀

教
授

(宗
教
学
)
、論
済
の
麗
教
授
し
兄

心
に
学
密
と
ヨ
ノ
ィ
ス
カ
ッ
ノ
・
ノ
す
る

敬
授
の
努
力
惇
病
ん
こ
な
お
浦

λ
ぬ
若

若
し
い
情
黙
力
㎎
せ
り
れ
ゐ
、
こ
の
ほ

か
小
購
r
似
(
、わ
ず
豪
護
間
珊
肌
を
菖

は
れ
る
森
講
肋

〔
中
國
哲
諸
更
)
百
瞳

を
ゆ
さ
ぶ
り
つ
x
お
た
や
カ
に
入

を
た

し
な
め
る
須
田
謎
師

(美
伽
出
)
'
多

士
多
彩

て
し
で
哲

一
寄
餅
究
」
る

人
々
に
は
各
々
の
間
・2
つ
な
か
り
は
も

と
む
べ
く
も
な
い
ど
い
う
の
が
、
他
掌

科
の
学
生
の
陰
口
c
あ
る

揺
ぐ
京
都
学
派
の
中
核

×

×

文
学
科
に
集
ま
る

『華
々
し
き
一
族
』

と
ほ
木
た
r
耳
r
新

っ
た
な
と
こ
ろ
で

あ
O
、
京
都
学
弧
の
後
継
番
と
い
う
間

題
は
こ
う
し
て
哲
学
糾
の
性
格
斉
露
崖

し
た
、
日
燭
げ
た
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
黙

黙
と
デ
カ
ル
ト
に
糖
塗
す
る
野
田
教
授

は
將
聚
斎
嘱
目
さ
れ
て
い
る
⊂
は
い
⊃

も
の
の
、
三
木
、
戸
坂
、
近
藤
澤
逸
、
翼

下
信
一
と
、
梯
明
秀
を
の
ぞ
い
て
優
れ

た
人
々
は
も
は
や
東
都
の
地
捉
去
つ
て

し
ま
つ
て
い
る
、
優
れ
た
人
に
去
ら
れ

ぎ
り
ぎ
り
の

司線
ご
や
つ
と
保
ち
つ
r

曜

一

隔

鞠

あ
つ
て
も
適
切
で
な
い
も
の
は
そ
れ
に

代
る
適
切
な
用
藷
用
字
を
考
秦
す
る
こ

と
、
例
、
禁
鍋
、
拷
閤
、
担
硅
、
贋
職

等

(
}
)
広
父
は
簡
略
に
過
き
て
童
味

が
不
明
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
な

る
べ
/
墾
切
て
い
ね
い
に
霜
き
表
ず
こ

と
、
例
、
罪
本
諏
カ
ル
可
ク
.
}テ
犯
ス

ト
キ
知
フ
げ
ル
者
ハ
其
箇
ギ
ニ
從

ノ
テ

処
断
ス
ル
コ
ト
ヲ
褐
ス

(
刑
法

一」
-八

條

項
)

立命大

左
右
抗
孚
に
迄
発
展

底
流
の
公
金
流
用
問
題

十
月
=↓
八
日、
一部(樫間

)
掌
戊会
執
行
部会
計
係間

鷲
(新
婆
)の
失踪
に
よ
つ

て
出
てき
た
二
+
八万
円
の

赤
字
、さ
ら
に
甲
立馨

の捜
査
に
よ

り
食
堂
部
の使
途
不明
金
約
卜万
円
が

発
見
さ
れ、
た
ま
た濠
当
恥
蕎
が立
命

館
細
胞
と
関廉
の
あ
るこ
と
か
ら、
レ

ッド
・
ハー
ン反
対圃
筆
に
対
ず右
甑

学
生、
教
冒
り切
ー
ずし
L侮
と
法学

部
に対
し
て
の交
、
榔
陶学
部
の
一部

敢
官
の反
感
も
か
つ
け、
≠
内r
召」
雑

な
容氣
か
か
も
し
出さ
れ
て
い
る

六
月参
院
選
挙
い
っい
急
に表
面
に
浮

〃

望

つ
た
右
沃
勢
力
σ
、

ハ月
ド
旬
㎞閃

係
当
局

ヘ
レ
ソ
ド
・
パ
ー
ジ
要

謳
投

諮
、
八
月
千
虹
日
新
日
本
新
聞
へ
「
党

自
治
に
干
渉
し
た
く
な
い
"獣川護

なお
宏
川論
程

耳

日
全
籔
生

に対
し
て
差記
専
旨
り告
爪呑
なし
た

告
示

鹸
斤
学
園
に不
楡
侠
な問

題
か
牌出
して
い
る
の
は遥
励
」あ
る

こ
れ厩
私
が
尚君
の
自
冶配
力
～
黄任

醜
念
を過
大
に許
側
し
た
ので
あ
る
ま

一"「
六
日
ま

大
会
に
鵡
い
r
、
「レ
ノ

ド

●
パ
ー
ジ
反
対
」
圃
事
方
劃
r

「京

都
出
身
代
議
工
γ
依
頼
り

政
嚇
陳

惰
」
案
∂
左
舐
,

ハ
つ
て
決
宇
的

r
敗

れ
ア
團
嘆

闇
君
ー
公
を
私
用
恥
件

η

起

,
π
の
c
あ
わ

型
査
昏
騎

は
左
浄
勢
力
の
彊

イ
隠
件
部

食

∫
部
ね
と
を
申
点
的
r
捜
沓
じ
て
い

と
い
わ
れ
る
鴎
刃
犬
教
授

(倫
理
掌
)

等
々
、
他
掌
部
の
灘
議
や
賦
瞼
は
や
わ

り
む
/
甘
い
と
い
わ
れ
て
も
、
わ
が
里

で
は
頑
と
は
り
き
る
臼
井
数
授

(
肚
会

掌
)。
」
」
で

一
寸
圧
目
さ
れ
る
の
は
心

理
学
の
矢
田
部
敏
授
ご
は
な
か
ろ
う
か

喉
頭

ガ

ノ
に

悩
ま
ざ
れ
な
が
ら
も
小

旗
を
え
た
時
々
を
盗
ん
で
は
砺
究
室
に

あ
ら
わ
れ
、
肚
会

心
理
学
、
民
族
心
理

掌
へ
と
心
理
掌
の
新
し
い
道
を
開
こ
っ

と
ノ
ー
ト
講
謡
鳳
や
め
で
参
考
霜
を
甲

購

-

甲

噌

る
が
、
新
聞
紀
者
を
樽
同
し
て
捜
査
に

來
て
い

る
こ

と
、
関
係
の
な
い
学
備

部
、
財
團
の
艦
鋤
ま
C
押
牧
し
て
い
つ

た
こ
と
か
ら
、
立
命
能
細
胞
は
、

「
使

途
爪
明
の
金
と
、
細
胞
り
関
係
を
つ
か

み
出
そ
う
と
ず
る
捜
査
方
鉱
は
、
個
人

の
不
正
を
細
胞
r
結
び

つ
く
よ
う
印
衆

づ
け
、
現
在
精
力
醐
r
行
つ
て
い
る
レ

ン
ド

・
パ
ー
ジ
反
対
闘
箏
を

父
づ
そ

つ

～
す
る
険
謀
ご
蕾
O
」と
攻
聡
ま
た
「
こ

れ
っ
の
爪
正
恥
僻
は
今
墓
ご
の
周
畢
の

不
徹
底
η
生
ん
た
砧
果
ご
も
あ
る
」
G

事
件

O
自
己
拙
劉
に
よ
つ
陣
容
を
立
て

な
お
し
、
曳
'体

み
の
プ
ラ
ン
ク
を
前
に

右
脈
り
瀦
職
斎

弊
に
つ
ふ
.『

ピ
し

で
い
ゐ万

月
派
3
粉
聞
の
セ
ノ
ゼ
ー
ノ
習

ー
刀

報
道

墨
つ
C
、
学
笠
大
叫

費
金
に
敢
官
の
公
余
債
領
」
記
畢
握

供
、
↓
月牙
一日
理串
会
ご
莫数
授
出

張
費
一頗
取
,具
件再
燃
ピ活
溌
な動

一脾灘
羅
晒篠
網

導
の
面
か
h
積
極
聞
に
協
力
し
曳
い
、

私
』
各
君

"
信
頼
型
b
、
r
し
ご
胴
君

の
自
望
評
望
む

き
を
見
せ
、
左
泳
学
生
り

「
無
能
奴
授

遁
放
」
に
対
し
ご
、
同
掌
当
局
の
広
掌

部

に
暫
点
を
お

や
り
方
ご
不
価
あ
る

交
、
繹
つ

「部
反
掌
長
滉
数
官
評
陥
び

つ
け
て
、
対
抗

し
、

「派
法
q
の
ー
月

吏
掌科

で最
初
に
出て
く
る
の

は
、何
と
い
つて
も
前
学
部長
陣
数
授

(西洋
更
)
だ
ろう
o
法
学部
の
あ
る

学
生
がひ
よ
つ
と
した
は
ずみ
に
話
し

だ
し
た
ら、
と
うと
う
二
時間
も
談
し

赫
け
た
ごい
う
ほど
学
生
とは
よ
ー
話

す
、
ギリ
シ
ャ
文化
史
で
はま
ず
第
一

人
者
、そ
し
て
政治
力
に
お
いて
も
交

学
部
随
[の
噂
あ
ゐ偶
侶
出身
と
か
、

ロ…
マ野
済
史
の#
上
数
授
も西
洋
吏

前
川
助教
授
(人交
)
の
近
廿史
を
の

,の
分
裂
を見
こ
し、
こ
㌧
数
日中
に

嘉
πの
や戻
を
」える
と
い
う確
察

の
結
論
義得
C
、
蓮当
し
よ
うと
待

ち
カ
ま
ハて
い
た
と
ころ
、
二↓
一

日
右
依
り蜘
点
、
運動
部
に
も部
費

十
数
万円
の
流
用
の票
冥
力
明か
に

さ
れ
、総
政
盤
り
唱輿
を
/
し
かれ
」

て
し
ま
つた

ぞ
い
て
は
冥
に
凸
代
の
泰
斗
ば
か
り
が

揃

っ
て
い
る
、
漿
降
灘
ぐ
は
か
っ
て
佛

蘭
西
に
留
学
し
た
時
は
し
酌
て
ト

ノ
コ

ー
交
特
を
う
つ
し
、
日
本
に
も
ち
か
え

つ
た
、
大
家
、
那
疲
教
授
は
人
4
知
る

学
問

敬
の
人
、
方
り
ゆ
る
俗
琳
を
は

な
肌
て

ト
ノ
ー
1
又
塒
詣
資
」
し
、
論

文
は
藍
し
て
二
著
作
は
ほ
～

川
と
出
さ

ぬ
ほ
と
、
豪
ア
鏡

㍉
皮
肉
屋
⊂
、
絶
対

臼
説
孔
衷
げ
ぬ
と
い
わ
れ
る
宮
騎
敢
授

も
東
洋

更
て
、
現
学
部
長
、
巣
洋
ず
字

の
璽
A
山
虎
守
る
人
は

」
の
也
r
田
村

数
授
も
い
る
が
、
根
か
地
道
な
部
面
た

け
に
そ
れ
ほ
ど
の
鶏

照
も
み
ら
れ
な
い

部
内
ご
曜
魅
た
る
勢
を
も
つ
と
い
わ
れ

る
考
古
掌
、
.梅
腺
敢
赦
は
あ
る
い
は
英

國
王
コ
入
類
学
蓑
名
誉
会
員
と
し
て
活

躍
、
そ
の
掌
界
ぐ
の
権
威
と
さ
れ
て
い

る
・
那
波
、
富
騎
、
田
吋
～
並

詣
菓
滋

史
、
原
、
#
上
の
西
住
疋
と
比
し
て
人

な
ざ
源
嘆

冒
、
若
い
人
々
り
も

つ
と
も

不
価
と
す

る
⊃
力
國
疋
と
カ
、
わ
ず
か

に
小
梁
田
、
柴
田
両
教
授
か
孤
"
済
守

り
つ
サ
け
て
い
る
た
け
て
あ
る

×

X

つ
い
に
招
冑
得
よ
ブ
つ
た
か

時
は
夏

目
漱
石
戸
敢
授
就
任

を
講
い
、
幸
田
露

偉
を
加
え
、
上
田
敏
を
厨
川
内
村
を
、

「

ご

一

臼
眠
は
相
当
六
ざ
よ
背
漿
を
嬉
つ
と
い

わ
れ
、
同
掌

甲
身

り
某
代

議
士
が
財

そ
し
て
最
近
退

い
た
太
宰
施
門
を

と

鐸
々
た
る
メ
ム
バ
ー
カ
名
を
運
ね
た
交

掌
科
は
現
在
⊂
も
聚
京
の
そ
れ
に
比
し

で
決
し
て
劣
る
も
の
C
は
獄
い
、
日
本

}の
つ
む

レ曲
り
甲
野
好
夫
に
比

φ
べ

き
人
は
こ
Σ
r
ぱ
な
い
カ
、
英
父
r
石

田
瞬
次
あ
り
、
中
閃
信
大
郎

め
り
、
独

文
に
は
、
ゲ
ー
ア
び
く

リ
ル
〃
り
、
ト

戴

.蟹
〔庭
鍼
璽

る
の
砺佛
文
cあ
る
、
あ
り
灰
イ∠

と
魑
爪
rと
む講
座
は
比
倒的
人
氣
在
　　

鰺

、と
い
。て
ヅ
r
磐
わ
け
σ童

し、
時折
チ
ク
ノウ
の
よ
うな
声
ぐ大
」

諮
熱
舞
難
鋸
」

ル
と
文
学
入
門
の
桑
払
教
掻

〔人
交
)

と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
痘

d
れ
た

と
か
り
噂
は
あ
つ
て
も
、
兀
宰
施
門
の

後
任
教
撰
に
な
つ
た
の
カ

40
Z
カ
つ
た

ζ
も
い
わ
れ
、
-ー
ノ
ゴ

歌
残
歌

つ
て

は
ハ
ノ
ゴ
酒
ぐ
某
極
西
飲
み
渉
い
た
入

日
本

r
サ
ル
ト
ル
寄
紹
介

し
㍗
伊
吹

教
授
、
そ
れ
ー

て
の
氣
口
監
r
貴
族
趣
肱

は
さ
C
兆
ざ
、
分
校
輔
導
委
顔
長
に
な

つ
た

}
申刀
、
照
掌

㌧
し
つ
れ
る
比
山島
敏

授

ご
「
華
々
し
ぎ

族
」
ご
は
あ
る
、

甲
國
交
学

・
兀
曲
駒
門
う
吉
川
敏
授
は

」

9
噸

金
流
用
串
件
が
臼
治
機
鰐
の
欠
点
に

も
あ
る
と
、
懸
躍

L代
議
自
制
と
会

計
改
革
吾
、
早
弓

実
現
ず
る
よ
う

動
さ
だ
し
、
学
絞
当
局

も
、
從
來
の

学
生
部
に
よ
⇔
欄
導
を
紺
長
、
掌
部

長
、
学
生
部
長
に
8
う
掌
生
細
導
会

一

議
を
も
つ
て
騨
営
つ
る
L
と
壱
考
慮

【

し
て
い
る

書 の 暗 黒
一350頁 ケス トラー
一 ・250円・岡本成険訳

ヴ
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レ
リ
イ
全
集

匪
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論
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第
四
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眞

全
体
圭
義
国
寡
の
独
裁
制
に

踏
み
躍
ら
れ
た
人
間
性
の
悲

劇
、
獄
中
心
理
の
緊
迫
せ
る

ド
ラ
マ
を
余
す
筋
な
く
描
く

十
五
時

を
超
え
る

問
題
の

長
篇
小
説

戦争の

道 徳的反省
ハウムガル ・ノ
金子敢隔ユぐ

⊥20門

房皇日
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う
咽
を
聞
ざ
漢
ず
o、
本

当

し
砥
う

か
、
ま
た
各
科
目
η
ノ共
通
問
題

ノ
理
置

凍
新
制
呼
学

一
年
謹
度
に
宣
6
`
し
う

の
も
本
当
σ
し
よ
う
か

(
東
都
、
森
)

(
答

)

敏
務
課
7ノ
話
こ
よ
る
～
廿

六
年
度
の
入
猷
は
本
軍
r
准
し
て
行
ろ

こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は
イ

明
と
の
こ
と
こ
す
か
ら
各
科
目
r
共
通

閤
題
が
出
る
の
は
予
想
し
て
い
る
方
力

賢
明
と
思
い
漢
す
、
程
度
を
下
け
る
噂

亀
東
大
に
関
し
て
ぱ
鳴

し
迷
わ
さ

η
ず

万
全
の
塗
備

凌
L
て
下
さ
い

■
○

●
◆

O

一

「氷
湛
傳
」

の
現
代
語

訳
r
秀
C
杜

}

甫
び
詩
に
慰
激
ゴ
ゐ
老
人
・
勝
交
り
勲

一

田
講
師
、
さ
ら
に
は
野
ー
彌
生
子
の
曹

子
野
ー
業

助
敏
授
、
西
洋
古
典
ρ
松

軍
助
教
授
、
萬
榮

歌
人
を
究
め
ゐ
沢

潟
教
授
さ
つ
℃
あ
と
、
窟
藤
教
授
と
西

鶴
研
究
ぐ
H
覚
衷
し
い
野
間
助
数
授
力

わ
ず
か
に
保

つ
國
語
学
、
國
文
掌
、
そ

し
て
渡
米
甲
の
附
属
図
謁
館
長
泉
井
敢

授
り
霞
融
学
を
の
ぞ
い
て
ぱ
ま
さ
に
百

花
瞭
乱
の
観
弄
呈
す
る
交
学
科
、
そ
れ

だ
け
に
、
群
雄
割
鋤
の
腐
牒
で
も
あ
る

,

曹
曽

噂

響

■0

貯
京
大
正
門
で
ス
ク
ラ
ム

へ

「前
進
座
を
囲
む
会
」に
警
官
出
動

一蝦鞭
議
難

一郎
民
評
招
ざ
「酬症
座
'
酷
ゐ会
」
を

i

ニ

リニニ
ニ
ロ

ニ

ロココ
ニロニニロ

学

圓

評

論

一
=ニ
=一
一=
=一
;=

=
印=
■=F

談

話

会
声
明

に

「廿
界
」尋
=
月
号に
奉
和
問題
肉話

会の
「
たび
李
和
に
つい
て
」と
題

ず
る颪
明
力発
距
され
た
。
朝鮮
蹴
変

ぼ
つ発
以
來
、
}部
には
分
裂
り
うわ

さ
も昭
λら
れた
同
会
のこ
の
毎明
は

ち
よ
うど
対
日講
如
や
てれ
に
関
遷
し

て
日本
再
武
装
の問
題
が関
心の
的と

な
つ
て
さた
時期
に
あ
た
って
、
+分

に
注
目さ
れ
て
よ
い。

装
ず
何よ
り
も墜

に
、約
掌
隼
に

わ
た
る
朔烈
な
酎
舗の
天
、歌
話
会
の

礎
榮
こおな
じ
顔
ぶれ
ー

つま
り
非

常
こ醍
ゐ
な科
掌
電た
ち
が↓
職
畢
を

櫓
け李
相遊
歴
9
る全
世
界の
人
々
と

と
も
に
あ
Oこ
と
を請
り
と」
し
つ
」

「不
屈
り的
氣
を
も
コて
、当
面
の
譜

問
題
ー科
字
O
光
明
を投
じ
、更
め
て

準
相
＼
の磁
忘
を堅
/、す
る
」カ
た
い

決
愈
孔
表明
し
た
こ
とに
、
ふか
い
融

窟
と
よ
う
」び
の
こ
とは
究
捧げ
ね
は

な
るま
い
。

今
回
の
声明
義

読ず
れ
ぱ
明
bか

な
よう
に
、
同摯
山会
は四
九
年
月

の
「職
畢
と
準和
ご
関
ず
る日
本
の糾

学
呑の
面
明
」
か
ら
五
〇年
一月
の

「講
和間
題
ー
っ
いて
の函
明
」
遊
畔

て
、
まず
漢
5科
学
鮒
なふ
か
さ
凌加

8ヘ
そ
のー
に
立
つて
、
豪す
凍
ず
奉

和
への勇
照
ビ決
蕾を
か
たー、し
て
い

る。
職璽
反
対
の悲
噸
こ
てが
、
安
部

能
賦
、和
辻
越
郎
から
島
犠彦
、
八
杉

龍
「に
いた
る
思想
、
年
齢
にお
い
て

さ
濠
ざ
漢な
ひ
とた
ち
を
かく
も

致

さ
せ
、
國民
r
準易
な
こ
rぼ
⊂
酷
り

か
け
5
と
いう
日本
の
掌
誉
とし
て
画

期
的
な
慶
を
と
bせ
た
の
であ
る
。

今
円
の
閏明
てのも
の
に
つ
いて
は

ま
だ
=
;
の世
界
」に
わ
かれ
で
庄

む
てれ
そ
れ
の
「民
裟
」の
世
界的
共

通
牲の
訓
債
力不
十分
⊂
あ
る
など
、

批判
さ
る
へき点
ぱ
残
つて
い
るだ
づ

う
。し
か
し
李和
存
守
ろう
と
ず
ろた

し
かな
立
場
に
この
科
掌
雷た
ち
か恨

を
ドし
て
い
ム
かぎ
り
、
これ
り
の不

十
分
さ
0兄
服
も漁
"
比
較附
容
易
な

こ
と
と信
した
い
のぐ
あ
る。

け
れと
問
題
は
、こ
れ
らさ
ま
ざ
ま

の
こ
の
声
明
な
い
し
読
語
会
自
体
の
ふ

ー
む
こ
と
が

り
に
限

っ
れ
る
も
の
C
は

な
い
。
む
し
つ
、
て
の
他
の
問
題
の
方

か
、
よ
り
亜
象
た
と
さ
え
い
λ
る
た
つ

う
o談

謡
会
か
第

回
り
葭
明
を
発
表
し

た
と
き
、
有
力
紙
の
う
ち
で
そ
れ
を
報

じ
た
の
か

「朝
日
」
だ
け
だ
つ
た
と
い

う
劃
癒

山
、
い
漢
た
て
生
々
し
い
。
し

か
も
、△
回
の
歯
明
"
つ
い
て
は
、
「朝

日
」
も
ふ
く
め
た
あ
,
と
あ
ら
ゆ
る
新

聞
か
、
ほ
ん
の
二
、
=
行
の
紙
面
を
費

ず
こ
と
さ
べ
拒
台
し
た
。
さ
ら
に
こ
の

宙
明
O
の
つ
た

「世
界
」
諾
か
店
頭
に

出
t
ち
a
う
と

で
の
頃
、

「朝
日
」
に

い
偶
然
に
も
同
紙

0
行
つ
た

「國
鴎
問

題
棋
雨
騎
査
」
結
果
か
発
表
6
れ
た
。

現
荏
発
表
G
分
ば

部
ご
あ
り
、
て

の
全
貌
こ
つ
い
て
は
、
同
調
脊
に
直
接

從
暴
し
た

望
生

O
「
吊
ど出な
誘
道
訊

問
た
」
と
い
う
呂
集
た
け
し
力
知
る
こ

と
は
こ
き
な
レ
。
し
カ
し
個
々
o
質
問

τ
つ
い
で
み
ご
も
、
侵
略
プ
n
目
b
を

守

り
方
仏
を
禦
除
ン

と
し
た
り
、

て

う
い
う
甲
隊
ー
っ
い
て

牌
突
込
ん
た

質
問
着
川
意
9
6
代
り
に
、
そ
の
軍
除

葬

國

へ
ま
邸L
派
遺
さ
る
ぺ
ざ
カ
nζ
,

か
誤
質
し
t
り
す
る
そ
の
閤
題
愈
撒

で

O
も
の
か
、
ず
で
ζ
倒
錯
し
た
も
の
と

い

八な
い
た
つ
う
か
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こ
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に
も
つ
と

も
師
要
な
問
題
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そ
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い
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も
と
ム
り
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査
形
態
だ
け
秤
論
し

て
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調
査
ー
対
象

て
の
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の
を
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.
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つ
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迫
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。
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題
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つ
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を
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問
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懸
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＼
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台
C
粟

り
つ
け
、
梨六
正
円附
近
を
購
戒し

レ
、
'
れ

一マ

も
k
学
生
も
数

在
埆
し

愚
序
一偲
は
水
口
同
寧
会
婆
Q
長
を
奉

代
へ

し
ぐ
宰
蟹
誹
ぐ
川
舞

と
交

洗
cせ、
学
生
漂
前に
報
告
を待
っ
た

が
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取
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冒
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懸
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翌
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茄
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∂
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憾
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①
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廿
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叱
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♂
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が
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定
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対
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薯
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潔
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翻
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⊂
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落
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叡
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れ
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/

え
ば
「黙
酋
橿
」
を
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使
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レ
ッ

ク
ス
び

眺う
な
疑
も
甘
ぬ

」
ピ
は
な
、

[

▼
て
れ
は
と
に
カ
く
こ
の
渾
動
び
哩
力

な
反
対
陣
は
侮
頚
で
あ
6
と
し
汽
理
由

の
多

が
、
議
唱
春
山
本
有

民
に
対

ず
b
文
化
人

般
6
反
感
に
汐
る
涛
し

う
こ

⊂
が
冠
実
～
す
れ
は
、

}れ
は

体
と
う
い
汽
ご
～

危リ

ノ
?
▼
「
ノ
ジ

・
線

ノ
突
破
ξ
れ
表
、
こ
σ
窮

報
済

開

、
"

$

冠

喝
は
麗

、
魑

七

ん
だ
、
ひ
(」こ
っ
私

乏
樹
林
院
辱
」
プ

け
↓ー
、
♂
っ
⊂
ギ

論
養

[れ
で
い

る
の
は
、
あ
る
ー

・
葛
死
。、

ず
ぺ
彦

か
と
つ
か
ー
一
「

～
ぐ
冷
つ
た
」
か

っ
ー
ノ
7
ノ
ス
破
れ
κ
り
」
と
鰹
晩
つ

け
5
醐
戸
、

ー
ー
ノ
ド
レ
・
耳
ロ
〆

の
認
葉
乃
語

」
η
つ

⊃

り
諏
財
粋
わ

れ
わ
引
は
考

・
ね
は

獄
っ
な
い

翻
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経
濟
学
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円

原
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は
現
代
フ
ラ
ン
ス
最

回
の
知
桝
人
。

・,、
の
説
く
人
俳
ー
r
福
、柵
ま
わ

η
国
く
治
簸

大
ω
若
い
読
者
暦
φ
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つ
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い
ゐ
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講
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執
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国
家
庭 迫

加
篇
・
一三〇
の
冥
例
に就
て

一

男
女
関
係
の

解
決
相
談
集

アズ
タ
カ
レロ
ポ
お
お
ク
ノ

女
性
の
性
習
一慣
と
庭
父
頻
度

部
数
出
来

v

にお
く
る
性
の
良
心
版
ノ

攣
讐

近
代
経
済
学
の
解
明

日
と
共
に
声
票
高
ま
る
名
暑
轟
蒙
,新
k
霧
藁

地
ト

し
」
ご
ー
日
本
人

山
ノ

尾
,

勲

≠
わ
ト
る
本
融

蝦
オ
ゆ
き

何
賓
自

5
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だ
つ
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プ
?

愛
に
な
や
み

死
を
お
そ
れ
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も
の
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、円
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職
F
惨
ゼ
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屈
し
な
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衣
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族
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'情
黙
力
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陥
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⊃
全
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(二)(=頁 石円 呵貞十 口假 鰭攣 モ1m月1軍3一 弓q、

崩
れ
行
く
も
の
の
戯
画

ー
社
会
保
障
は
"救
貧
σに
す
ぎ
な
い
ー

◇
…
・∴
……
◇

張
る十
月垢甲旬
、
計隅会保
隠
制
度
審

唱韻会
は軌賦会
保
瞳制
匿
に関
ず
る
一コ

の
勧
告
を政
府
に行
っ
た。
基
幹
的現

役
労働
看
軍
の飢
餓
的
な労
働
條
件と

楚天
な
顧
在
的
、潜
在
附失
藁
軍
の氾

濡丁
その
生
活
域家
族
制度
と
隣
保扶

助制
度
の
崩
壌
によ
つ
て驚
/、べ
き窮

乏
に投
げ
こ
まれ
て
い
るー
の
甲で
、

果し
て
生
活保
瞳
が
可能
な
の
で
あろ

う
かo
も
ち
ろん
勧
告
は從
榮
o、砒
会

保瞼
へ
國
家扶
助
、
公
衆偏
生
およ
び

雛
鮮
銭
霰
離
と

岸

本

法、
四
毛
甲
の園
民
救
済法
-
四八

年か
ら
金
圓的
に
翼
施ざ
れ
た
イギ

リス
肚
会
保
陰制
度
は
「描
監
から

轟
肥ま
で」
至國
民
の
最
低
生
活

◎
4彗
崩05憎剛
鑓
凶邑
ヨ
⊆ヨ
)

遊保
踵
ず
るも
の
で
あ
ると
い
われ

て
い
る
。

さ
て
墾固
な労
働
轡組
織
と
曜
汎な

優
肌た
砒
会政
箱
立
法
を持
つ
イギ
リ

スが
行
政
磁会
保
陛
制度
遊
確
立し
な

け
れ
ぱ
なら
な
か
つた
ので
あ
ろ
う

か。
い
噛「
ま〔」
もな
く、
そ
れ
は賢
本

ヰ
渡
り
般
附
危
機不
の
轡働
酋
階
級

"'5」速
、駁
乏
佑
か
、も
は
や從
榮
の

英

太

郎

現段
労
働
壱と
し
て
の最
低
生
活
が

維持
さ
れ
て
いな
く
て、
い
か
に
し

て労
働
看
が保
瞼
や
保殴
の
た
め
の

聚用
の
「部
斎分
担し
褐
る
で
あろ

うか
。
それ
は
綱
対
に不
可
鮨
であ

る。
魁
会保
瞳
の
た
めの
何
よ
0
の

前
提
は
現役
労
動
看
のた
め
の鰻
低

生
活
の
促瞳
で
あ
る。
そ
れ
は
日本

に
お
い
ては
何
より
も
爆
低賃
銀
制

の
確
立と
吐
会
促瞼
費
の
資本
寒

國
妻触によ
る
全湘額負
椙で
あ
るo
こ

の
酊提
の
と
に
立
つて
はじ
めて
砒

会
促
陛は
理
論的
に
も
現
輿鮒
に
も

威
立し
得
る
ので
あ
る
。
この
前
磋

を
欠
いて
肚会
保
臓
靴
輿施
ず
る
時

ゴそれは
保
幽
kあ
淋
ず
して
救
汽
で

あ
る。
そ
れ
は正
に
イ
ギ
ーース
肚
会

保
離制
の
戯
醐化
躯
外
な、っな
い
。

最
低賃
籔制
や杜
余
保
瞼
の
資
本

穿
、圃
鮮
.全韻
負
掴
をが
え
ん
じ

な
い貞
本
ヰ義
与救
貧
醐融
去
,保

厳
」制
殿
ずら
、
さ
ぼ
り、
歪
曲
す

る必
然
敷
遊
も
つて
い
るこ
と
を
忘

れて
は
な
っな
い
の
で
あ
る。

さ
て
費
本
芋義
の
本
質
は決
ー
て融

会保
瞳
制
海鐸
期
に
わ
㍗
つて
維
持ず

るも
の
C
はな
い
。
労
働肴
階
級
の爪

断
り窮
乏
忙
し正
に
負本
中「義
の洗
則

であ
る
。
イギ
リ
ス
型
砿会
保
匿割
ず

ら労
働
肖
凶綴
り窮
乏
伯を

時緩
相

ずる
r
ずぎ
な
い
の
であ
る
。
砒凸陳

鍛
制
い
型得
ぜ
ね
ば
な
りな
い
か、
そ

れ
r
幻
想
酒饗
い
て
はな
っな
いの
で

あ
る
。
〔京
犬
経
済掌
部
助
敬綬
)

O

「
1
畳
ー,

「踊蝦
球
超

黄
谷柳
著
陽
田
・輿
膿
共
訳1
ーー1
-」

一

l

l
ー本
肚
締
賞
智
=

霞
麗

一等
作
贔

ー
-
「

こ
れ
烹
邸
僕
た
ち
が
知

つ
て

い
た

か
の
敗
残
者
評
、
と
ん
と

が適

騨

て

「要

叩
の
文
掌
」
は
、
あ
ま
り
に
も
陰

て
い
る
」
窒
嵐
し
ダ
ぢ
な
世
寡
だ
。
少

惨
た
⊃
た
。
魑
玉
た
し
か
L
燃
え
あ
が

牢
シ
戸
チ
ゥ
は
、
政
特
高
官

ズ
繕
託
し

つ
て
い
た
か
、
・あ

色
は
あ
'
、享

ど

た
入
2

親
力
ワ
ニ
ザ
メ
窒

下

G
な

ず
黒
か
つ
た
。「
紅
会
圭
義
レ
ア
ー1
で
'A

、

と
ほ
革
命
困

ロ
マ
ン
チ
ン

ズ
A
ず
あ

る
」
4
い
う
ゴ
リ
キ
イ
の
あ
の
す
ば
ら

し
い
醤
集
ゐ
、
僕
た
ち
"
頭
の
な
か
ぐ

は
、
い
2
の
ま
ー-
か

「
ど
ん
底

の
う

つ
て
、
闇
優

」命
が
げ
の

、魚
釣
り
」

薗
遊
一
と
別

」
ー
て
し
考
え
ハ
才
な
/
、な

を
し
た
り
、
性
病
ぐ
死

卜♪
け
て
い
る

つ
て
い
た
。

盟
春
婦
為
肪
ね
て

「
入
聞
ソ
て
な
み
な

「岬
球
膨
語
」
r
∬
そ

れ
ヒ
反

し

か
飢
え
死
r
す
畠
も
ん
r
や
な
い
」
と

て
、
底
脚
ド
ピ
明
る

㌔。
交
賦
も
簡
潔

い
う
敬
帥
を
さ
ず
か
つ
か
り
、「
職
さ

か

た

し
、
晒
間

.孟
71

極
覧

フ
.ζ
ー

ず
ん
た
の
r
、
ま
t
も
牡
∫
為
つ
か
ま

デ
イ
た
。
し
之
も
こ
窃
作
晶
の
窺
台
レ

え
て

い
る
」
政
府
に
つ
か
ま
え

㌧才
た

な

∂
で
い
・、
の
∬
、

「削
餓

、悪
魔

ひ

0
、
逃
げ
昂
し
た
0
、
県
て
」
ム叩
ム
路

「
人

}
入
ゐ
あ
ル
零
ノ
ド
、
ご
偽
の
な

け
た
大
は

ち

C
、
も

ご
全
部
fを

一9

つ
て
し
濠
つ
た
り
す
る
。
ま
こ
と
に

「

彼
の
肚
会
に
は
、
樂
園
も
天
國
も
な
か

つ
た
の
だ
」。

そ
れ
だ
の
r
、
シ
ア
チ
ウ
は
い
つ
も

ほ
が
b
か
に
、
大
孚
を
ふ

つ
て
歩
い
て

い
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と

っ
r
麟
、
碇
が

お
し
つ
け
ら
わ
た
無
数
の
民
案
的
ひ
と

り
で
あ
0
、
し
た
か
つ
て
、
ど
こ
へ
行

つ
て
も
彼

G
仲
間
ひ
い
6
ρ
h
だ
。
さ

阿
Q
ピ
の
落
差
生
む
冊
年

紹
望
r陥
つた
シ
アチ
ウ
が
、香
港

の岸
辺
で
き
いた
「審
ぜて
悔返
し
、

審
献
て
ほ返
ず
わ
だ
っみ
」
の
うた
う

「詩
・{姦
」
嘆

もは
セ

一手
亜

前
の
お
な
じ
浮
浪
人
阿
Q
の
よ
う
に
、

自
分
ひ

-り
の
鰯
歌
.
、な
い
。
あ
え
ぎ

　

鍵
鑓
瀬
犠
肝懸

が
、
中
國
史
、
い
な
墾
界
騨
の
も

コ
と

一

も
璽
姻
的
な
時
代
の
記
銀
ご
あ
2

,以

上
、
阿
Q
の
陰
惨

シ̀
〆
ニ
ウ
の
明
勘

松

仁

と
曇

岡
箆

O
凍
因
も
・
.8

・か

ら
じ
・」の
レ
界

か
、
も
ほ
や
「
人
多
歌

ら
明
b
だ
隷
は
ず
で
あ
る
。

の
も
の
医
、
黙

」
て
い
る
が
、
心
甲
に

仁
脅

ひ
、
交
配
譜
毅
り
、
r

め
っ
,」

慧

を
い
蛋

、
ち

零

ど
い
つ
繋

乳

.
毒

れ

り
δ

∴

・ご

奏

ず

,か
わ
か

・な

、
爆
淵
ら
吟

汁

勤

奪
璽

の
意
囚

r
も

ぼ

ら

鳳
潮
よ

の
た

⊃
κ
」
か

・
た
。
そ

し
ぐ
例

仏り
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γ
仏
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U
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脚
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し
C
写

仏
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め
ノ

僻画

事
翼
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つ
か
り
恨
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ト
し
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ぬ
o
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∂
か

た
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α
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尚
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-
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ス
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喬
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突
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感
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擁
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卸
く
メ
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シ
っ
π

r

'

噌

ま
じ
か
ゼ
迫

り
解
敏

の

仏ろ
rこ
じ

ろ

う
た
う

こ
の
途
力
も
な

、
明

∂
h
作

昂

ひ
、
や
甑
り

「董
命

U
交
学
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"

た
の
ご
あ
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、
ー
呼
か
⊃
ご
こ

τ
い

わ
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國
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々
に
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か
'
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・
5
も
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、
;
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ヒ
"
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な
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た
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